
急
ど
w
J

州
第
二
十
一
立
田
県
結
合
体
宵
員
と
な
っ
1
続
い
た
。
ス
キ
ー
は
あ
書
b
め

川川

=
r
U
大
岳
会
守
六
会
ス
キ
l
開
設
て
い
た
が
、
た
ま
た
品
表
員
た
ち
白
ス
キ
1

m
M
t
…
在
、
一
万
一
一
十
一
一
一
・
二
十
事
噂
し
た
こ
と
か
皇
援
護
覚
、
仕
事

川
端
仕
比
企
四
日
の
前
日
、
長
野
県
総
池
官
点
背
触
の
あ
っ
た
当
時
市
品
協
事
務
局
長
由

州
四
割
…
高
原
ス
キ
1
響
調
催
さ
れ
石
田
さ
ん
が
晃
込
ん
で
強
引
に
ロ
警
警

!
:
:
-

例

措

i
“
た
。
和
久
井
し
さ
ん
は
平
塚
代
平
塚
ス
キ
?
協
会
の
主
義
婦
と
常
任
事

問
寸
ふ
十
日
表
と
じ
て
一
壮
年
四
部
(
一
一
エ
事
福
間
夏
、
以
究
富
ス
キ
ー
の
翠

川

キ

J

五
歳
宝
)
に
出
場
、
自
転
車
け
て
い
る
。

山
川
端
菊
川
下
ム
技
を
展
開
し
で
初
傍
線
宏
一
と
担
問
持
す
る
有
資
格
者
v
、検出
V
実
員
、
県
ス

山川

g

z

げ
た
。
和
久
井
さ
ん
は
、
四
キ
l
協
会
詳
租
町
長
な
ど
一
心
開
害
当
平
年
齢
に

M

z

i

十
一
一
年
度
に
一
一
位
〈
一
位
と
乙
だ
わ
ら
ず
、
議
直
で
位
和
な
人
柄
と
、
殺

仰
の
き
・
〕
診
、
四
十
四
財
産
一
位
、
間
切
な
毒
ぶ
り
は
若
い
人
た
あ
が
品
信
頼
を

掛

史

認

品

や

輩

、

震

な

ど

白

大

六

ヰ

九

百

万

円

を

か

け

て

、

昨

年

四

八

州

十

五

年

度

一

一

一

位

、

四

十

七

重

一

一

位

〈

O
信
受
け
、
そ
田
中
か
ら
よ
い
指
導
員
主
主

型

院

議

は

、

毎

年

増

え

続

け

て

い

ま

記

長

入

寸

書

地

内

需

有

地

に

川

二

秒

差

)

と

い

つ

も

さ

ん

重

な

一

壊

し

た

て

い

る

。

7
0

建
設
し
て
い
た
も
の

Jt
今

月

白

末

に

州

が

、

五

回

目

に

み

む

と

僑

蝉

狭

山

栄

泡

を

簿

黒

人

会

一

夏

、

華

大

企

に

ス

キ

I
R取
り
入

昨

年

十

月

り

お

油

危

機

に

引

き

続

く

震

υ

、

い

よ

い

よ

賢

か

、

り

ふ

一

一

量

削

だ

そ

の

戦

跡

を

ふ

る

と

、

大

回

転

喜

一

ニ

れ

た

の

は

四

十

一

年

第

十

八

沼

大

告

か

ら

だ

物

費

不

足

と

諸

物

部

の

高

騰

は

、

私

達

転

を

抽

出

草

子

。

川

川

ム

八

秒

七

万

一

位

石

崎

民

議

む

り

が

一

一

平

が

、

和

久

井

さ

ん

は

地

売

の

要

?

請

を

気

持

L

2
2』
に

つ

い

て

の

撃

客

室

乙

の

施

設

の

か

な

め

と

も

な

あ

破

砕

州

議

実

そ

の

き

八

和

o
E選
二
言
受
け
て
思
十
二
年
か
b
出
場
、
五
回

g

F
f二
て
の
経
を
或
少
さ
せ
ま
し
た
が
機
同
時
間
主
り
十
ナ
の
処
一
沼
海
力
を
側
聞
の
合
計
が
一
分
八
秒
五
二
一
位
石
崎
氏
一
仁
レ
で
俊
離
宮
古
と
げ
た
も
の
で
あ
る
。

ζ
白

モ
れ
で
も
十
二
月
語
、
一
日
平
均
二
持
つ
頑
丈
な
y
ン
グ
ハ
Y
下

方

式

古

川

失

事

ぺ

そ

の

き

二

二

秒

と

い

う

堂

々

十

年

間

、

ジ

1
5
3ま
ら
一
一
一
月

百
一
一
一
十
士
三
ム
ナ
構
大
円
安
Y
ブ

カ

勢

審

理

力

と

切

首

が

同

時

に

働

側

た

議

別

で

あ

る

。

昨

年

議

さ

い

ほ

は

に

か

け

て

大

半

を

ス

?

の

た

め

に

京

け

1
二
十
m
出
色
符
)
の
と
み
Y
排
出
さ
れ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
粗
大
む
み
を
こ
な
な

mm

一
幻
だ
っ
た
が
、
八
日
」
ヰ
は
官
J
7
7
勢
や
や
京
銀
て
、
ま
と
も
な
動
計
四
も
で
き
な
い
と
二
一
一
平

な

か

で

も

大

君

主

は

去

十

一

ナ

で

な

に

し

、

正

に

こ

れ

事

選

機

な

ど

附

で

一

一

一

位

だ

つ

だ

構

内

川

崎

と

い

う

事

前

か

長

官

て

保

険

事

務

所

書

倍

し

て

全

悼

の

約

三

割

合

占

め

で

た

。

に

よ

っ

て

一

室

と

そ

の

伯

の

不

信

、

州

市

議

チ

ー

ム

と

一

方

角

の

観

察

ミ

c品
目
立
。
い
ま
金
街
の
ス
キ
1
喜
一
千
万
、
一

極

さ

み

と

は

そ

れ

に

夏

物

GLZら
を

付

組

問

は

、

D
L
l和
久

a
i
-
-
町

:Azili--R
震
構
撃
の
も
り

収

集

さ

れ

る

口

み

の

中

に

は

、

紙

〈

み

に

な

っ

て

い

ま

す

。

川

川

井

さ

ん

の

功

繍

に

よ

…

警

警

c

…
で
な
く
、
だ
れ
で
も

5
5
4等

「
一
号

E
摺

人

で

も

持

ち

込

め

る

州

る

も

3
4
1
v二
議

安

市

主

主

大

衆

ス

と
長
一
ピ
ン
や
寄
せ
と
も
の
な
ど
破
砕
処
一
毒
事
つ
契
去
は
で
環
室
主
へ
連
絡
じ
て
く
だ
さ

J
重

り

一

月

制

定

三

塁

に

山

総

轡

14hvゴ
一

献

ポ

i
yし
註
っ
た

の

よ

ラ

に

「

完

な

い

と

き

と

主

従

来

定

期

的

長

崎

し

て

い

た

去

な

い

。

市

が

量

的

場

合

側

か

ら

感

謝

長

。

…

騒

い

ゑ

多

民

そ

れ

存

に

遺

言

。

一

整

会

震

に

あ

い

色

み

は

も

ら

去

一

で

す

が

、

特

設

議

案

事

前

一

一

言

一

三

D
一
湾
側

44
久
井
さ
ん
は
新

e

議

長

編

議

井

田

署

が

必

要

と

さ

る
盟
宅
も
え
な
い
去
は
寸
沢
署
改
築
し
た
と
き
の
護
、
ガ
レ
J

イ

連

絡

先

品

喜

男

省

主

主

毎

持

ち

去

の

島

古

川

潟

県

松

之

山

町

の

出

議

議

繍

喝

触

れ

て

お

只

謀

議

謹
白
山
間
部
に
き
て
て
処
理
レ
長
引
越
し
の
場
合

2義
一

喜

一

二

j

一七

o
c
j
T
L乱
一

月

官

。

理

襲

撃

ニ

ノ

γ議
と

今

臨

む

ベ

テ

一

ア

ン

和

久

て
い
ま
宗
、
ζ
ζ

数

菜

、

大

喜

管

室

長

る

よ

ら

足

場

合

は

、

直

内

誠

一

一

一

一

九

二

一

…

一

七

華

鏡

制

一

一

貫

賠

の

庶

民

ハ

人

-
i
l
l
i
n
-
-
z
i
l
i
t
i
-
-
2
7

弁
さ
ん
は
引
つ
張
D

具
、
タ
タ
ミ
、
喜
な
《
療
一
え
る
け
接
処
理
場
へ
持
さ
む
こ
ま
一
し
さ
ま
ヤ
害
時
間
・

8
時
部
分

i
m時
京
慈
雲
、
言
語
の
と
き
に
削
兄
抹
(
三
男
三
女
〉
白
雲
に
苦
れ
だ
だ
こ
。
そ
の
和
久
井
芝
、
幼
少
課
長
密

告
主
の
ま
ま
で
は
昨
訪
加
に
ス
1
7
0
事
業
考
古
出
量
義
主
土
曜
日
は
ほ
仔
ま
で
計
脅
し
、
同
時
に
十
一
支
払
う
こ
と
に
な
っ
削
ャ
宵
名
各
国
な
の
え
子
肢
の
持
か
ら
ス
キ
里
高
っ
て
主
白
話
と
章
容
に

な
い
と
か
、
ま
た
自
転
車
や
テ
レ
ピ
ち
送
む
こ
し
f

一
一
が
で
さ
ま
す
が
、
と
の
場
マ
処
岨
芹
士
十
数
料
て
い
ま
7
a

山川

l
に
窺
し
ん
で
き
た
が
、
小
学
校
を
出
る
と
き
た
が
、
雪
の
な
い
平
塚
市
民
と
な
っ
て
〉

冷
蔵
庫
、
遺
構
、
ガ
レ
キ
笥
埋
め
合
は
制
限
が
あ
主

D
D
J
t
T
Jつ
一

般

室

町

持

主

語

雲

-

川

名

門

摂

立

高

田

中

学

(

捜

高

校

)

に

入

学

、

ら

初

め

て

ス

キ

ー

の

震

が

わ

か

っ

ト

主

主

乏

し

で

も

四

閥

系

り

き

し

州

万

年

間

同

議

に

下

相

し

て

通

学

し

た

。

品

急

減

が

す

る

と

い

う

。

w
p
与
し
ス
キ
ト
は

そ

の

裂

が

一

一

等

¥

一

部

に

は

金

属

主

込

書

炉

?

》

幌

、

修

弘

持

軍
a
p

ゐ

ご

ぬ

診

間

操

が

得

意

だ

っ

た

が

足

を

折

っ

て

か

ら

ス

キ

ス

リ

J

ん
が
伴
予
知
ら
扇
白
い
。
こ
わ
い
と
鹿

取
り
出
ん
て
再
資
源
き
き
も
の
が
金

C
7
%
え
財
閥
ダ
ヲ
h
ト
ノ

γし
b
tも

H

ν高岡
2

1

w

f

同一ワ
4
P
4
7
2
p
d

す
直
者
批
判

m
lに
君
、
ス
キ
i
霊
長
一
襲
警
(
っ
た
ゑ
結
。
そ
れ
を
善
意
で
克
服
す

宝

仙

っ

て

き

て

い

ま

す

。

品

習

場

、

T
〆
5

0

/
し

Z

Z
ノ

州

警

高

市

長

〉

に

か

わ

い

が

ら

れ

、

滑

降

、

る

と

ζ

ろ
に
援
護
(
だ
い
き
が
あ
る

J

し

た

が

っ

て

こ

れ

ら

そ

特

に

械

的

管

制

回

転

の

遺

言

し

て

草

し

た

。

幸

菱

著

書

霊

安

進

捗

す

る

。

室

長

て
「
粗
大
ご
み
」
と
い
い
、
禁
止
処

zrdEJ出
可
ぺ
ま
た
の
増
設
や
埋
立
地
の
護
主
義
討
な
主
主
妻
、
し
た
と
》
?
で
自
性
脚
世
音
量
、
二
十
一
一
害
警
親
が
問
主
主
持
の
つ
も
名
著
書
人
た
ち
と
ス
キ
1

1
万
1三
ぎ
よ
う
に
な
っ
て
吉
ま
は
っ
き
な
い
も
の
、
替
の
も
む
」
し
な
灯
れ
ば
な
り
一
ま
せ
ん
。
関
に
よ
っ
て
き
苧
ん
と
ま
ぞ
字
削
害
警
で
死
亡
し
た
の
で
警
警
工
事
レ
ん
で
い
是
い
と
い
え

L
た
と
い
わ
匙
乙
い
主
糸
、
古
主
主
定
、
犯
大
色
議
砕
処
理
場
の
連
よ
之
が
け
、
そ
し
て
、
震
や
京
地
側
二
年
間
商
売
に
ま
た
。
ζ

の
間
一
一
+
六
歳
言
、
ゴ
ル
フ
、
ボ
1
5
ン
グ
、
撃
と

処
理
蕗
怒
り
あ
ら
ま
し
れ
た
よ
Y

つ
に
、
最
F
C詰
物
相
の
高
騰
転
開
始
苧
機
会
に
、
よ
り
一
…
趨
そ
れ
ぞ
に
不
法
投
葉
を
し
て
、
せ
っ
か
く
の
葉
山
川
で
金
甘
何
本
ス
キ
}
連
盟
技
配
州
国
間
、
二
十
七
議
事
趣
味
だ
が
、
多
忙
の
た
め
い
ま
は
ス
キ
ー

粗
大
口
み
処
理
施
設
は
、

ζ
れ
塁
は
、
需
品
の
交
換
や
器
禁
空
れ
の
ま
の
量
、
震
に
応
じ
忘
し
い
霊
を
よ
と
す
ζ
と
の
な
い
よ
苔
酬
で
新
潟
県
ス
キ
]
協
会
む
一
審
者
い
軍
に
一
毒
沼
、
た
は
ζ
は
た
し
な
む
程
度
。

さ
み
白
書
量
塁
打
記
号
妻
、
あ
ら
主
て
二
議
レ
て
く
れ
罪
集
量
七
各
施
設
の
富
市
民
ひ
と
り
ひ
と
品
部
そ
っ
け
、
特
訓
推
さ
れ
、
俊
委
指
導
す
る
か
た
わ
ら
、
毎
魚
量
来
か
露
。
由
同
分
の
姓
の
撃
で
も

は
あ
り
ま
芝
ん
。
た
と
え
は
い
ろ
い
ろ
詳
し
た
。
そ
の
効
果
が
あ
っ
て
長
一
一
排
的
語
と
経
費
の
邸
内
定
か
っ
て
い
誌
な
き
れ
い
交
う
る
お
い
の
あ
側
年
同
宴
会
に
出
場
襲
レ
た
。
あ
る
『
和
』
が
妻
。
弟
妹
全
員
室
震

な
素
材
、
部
江
市
か
ら
で
き
て
い
る
一
ヨ
出
掻
白
増
加
出
向
は
鈍
っ
て
き
て
い
ま
く
が
J

え

で

す

。

る

生

活

課

境

沿

1
2
く
り
如
し
て
い
き
た
間
松
之
山
町
は
、

4
一
昨
雪
の
た
め
陸
の
郡
高
辺
に
移
住
し
た
が
、
次
県
立
正
一
も
ス
キ
1
自

の

大

き

な

棄

物

一

旬

、

体

が

ま

た

は

嬰

す

。

で

言

語

む

み

は

、

{

な

ぜ

と

い

も

白

で

す

。

酬

と

な

る

過

疎

地

帯

で

、

出

稼

ぎ

も

多

ノ

ふ

遂

年

雪

崩

で

章

。

母

殺

さ
)
K
零時可

告

で

し

や

す

い

よ

っ

語

豆

大

き

し

亡

、

宮

警

の

時

釦

能

力

は

附

人

口

語

る

と

ミ

そ

の

み

ニ

十

六

年

か

長

女

ミ

次

女

(

去

の

五

会

ら

じ

脅

さ
に
襲
、
切
断
す
る
と
雨
時
尺
銑
一
戸
百
六
八
十
ナ
で
す
が
、
月
警
な
ど

M
M
P
D
一
三
八
苦
か
け
て
一
向
す
ベ
品
続
発
、
四
十
一
一
索
。
震
は
平
塚
市
花
水
台
空

a

類
の
よ
5
に

再

費

減

拾

で

き

る

も

む

は

は

二

百

ナ

歩

越

え

る

日

が

多

く

、

一

方

仰

れ

詳

買

が

崩

壊

し

た

b
、
和
久
井
さ
ん
の
家
主
む
(
文
・
名
童
謡
禍
叫
ん
・
巴
報
宅
一
一
タ
i
〉

己
れ
高
品
し
で
利
用
し
ょ

32い
も

え

な

い

主

め

捜

立

地

に

つ

い

て

も

酬

も

雪

、

危

暁

で

一

室

主

犠

な

く

さ

れ

、

え
ん
事
選
密
造
設
な
の
rt-7。
現

状

の

ま
J

ぷ

五

十

年

里

中

に

埋

め

側

考

J1主
浮
く
、
一
一
一
十
八
単
士
一
月
、
一
一
平

署

雲

市

が

建

設

し

て

い

る

実

終

っ

て

」

要

量

子

。

妻

、

人

側

一

一

誠

一

量

、

窓

を

で

長

摘

を

す

て

芸

章
一
の
処
理
施
設
、
空
重
一
億

E増
加

を

考

威

し

ま

す

と

、

焼

却

炉

酬

に

移

住

、

霊

知

経

営

す

岳

山

崩

告

の

役

ヤF暗号P

」醐



Oi--今
年
も
入
学
事
白
汚
損
シ
ー
ズ
ン
を
む
か
号
、
間
月
六
円
か
ら
中
五
日
ま
で
の
十
日
間
に
わ
た
っ

P
2
0

0
2
士
、
会
開
い
っ
せ
い
に
望
通
安
全
蓮
高
齢
が
展
開
凶
さ
点
る
。
今
回
は
特
に
之
且
と
弱
い
立
場
に
あ
る
お
と

i
p
O

O
j
f
Zり
や
子
ど
も
殺
は
じ
め
と
す
ゐ
炉
打
者
、
さ
ら
に
は
自
転
車
の
恋
遂
事
故
防
H
争
議
バ
と
し
て
、

--fo

ci-e時
脱
出
パ
ト
ロ
ー
ル
な
戸
街
頭
指
語
学
ず
争
予
定
。

JV 

イ

パ

ス

〉

南

口

i
経
時
)

・
同
道
一
一
五
号
糾
〔
駅
前
回

y角
a

問
滋
一
一
一
一
円
r議
〈
荒
井
自
動
車

I
市

埼

所

必

)

学

理

西

i
レ
ス
土
7
y
み
や

L占

・
摂
道
平
塚
伊
勢
原
鯨
(
前
納
締
切
東
)

ー
路
用
)

E

阿
佐
一
持
政
(
同
町
人
橋
上
)

・
思
塙
平
塚
F
Y車
場
袖
介
主
融
(
閥
抗

下
の
螺
識
の
あ
る
と
と
ろ
は
街
道

で
も
、
自
転
車
で
ー
忠
れ
ま
す
。
た
だ

事
行
者
自
ゑ
唾
付
hc
防
げ
な
い
L
A
1

フ
寸

分
注
澄
し
な
け
れ
ば
な
己
な
い
。

な
お
、
時
間
一
誠
の
下
の
矢
印
は
ほ
間
同

(
ζ
D
場
合
自
転
唱
で

ι去
を
走
れ

る
ば
潤
V

空
市
す
も
の
。

現
在
怒
坦
上
を
自
転
車
で

ι

北
れ
る

路
組
は

。
県
道
平
山
制
緩
制
打
線
(
殴
滋
一
口
げ
融

5
八
景
神
社
前
)

。
市
議
閣
議
長
図
韻
全
威
(
平
抵
パ

本
年
二
月
か
ら
祝
祭
口
u
と
休
一
げ
口
は
の
ご
み

収
集
作
業
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
一
一
一
月
二
十
一

白
〈
木
)
十
存
分
の
日
と
包
月
一
門
口
〈
月
〉
市

総
記
念
日
は
、
祝
祭
口
μ
と
休
庁
尽
な
の
で
と

み
収
集
作
楽
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
次
の
収
集
日
ま
で
お
山
出
し
に

な
ら
な
い
よ
う
お
緩
い
し
ま
す
。
も
え
な
い

と
み
も
民
地
聞
に
翠
月
収
集
と
な
る
の
で
、
と

協
力
を
お
競
い
し
ま
す
。

時-]6時

λ権法律紹談・人権擁護委員・毎月第2土礎s.
行政苦情招談・ iT政相談員，毎月第2土陽自宅 13

畳記相誤・対法書士毎月第2金2墨n・13時-16時

宅地建物猪詰 e弁護士ー毎月第2金曜日・ 13時-H;iD寺
ゐ配ごと線鵠 民生委員・香奈月第Z、第31l騨日 9時-15時

ー録懐古穏符刷 5滋め徐わ 10訟を時

;10時-15時

。丹嬢認を徐く毎怨・ 9時~話時

守ヲ島

、曙府

.Fl鼠



柳川
U
礼
状
を
奔
日
押
し
た
が
、
き
の
う
恥
M
M
h
日
前
期
)

の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
る
む
だ
。
ら
れ
た
と
い
う
。

ま
こ
と
に
記
念
す
べ
を
し
夕
刊
品
ヂ
一
鰭
珍
賞
さ
れ
、
議

ら
れ
た
の
で
、
門
外
不
出
、
み
は
ま
前
や
京
で
作
ら
れ
た
。

よ
三
協
力
し
て
持
一
力
さ
れ
で
い
る
。
芝
山
一
市
邦
同
作
の
品
開
波
川
よ
ろ
ぎ
〉
ね
」
と
も
F

り
し
た
。
そ
れ
を
持
聞
か
れ
で
秘
蔵
し
て
い
た
が
、
今
母
白
梅
釜
の
銘
に
#
づ
い
て
と
m

市
議
同
時
間
X
郎
さ
ん
が
二
一
万
一
二
多
病
で
あ
っ
た
山
川
崎
苧
ん
に
二
茶
融
で
銘
は
雨
前

v
a
g一
ト
貞
一
郎
民
て
「
お
気
に
戸
主
亡
た
か
ケ
ど
時
間
に
使
っ
て
も
ら
お
う
と
、
久
し
岳
D

な
お
伊
替
の
人
五
率

口
益
支
持
五
時
院
で
述
式
さ
れ
た
。
倍
首
UV捧
げ
て
め
い
福
を
祈
る
。
作
の
燦
触
(
乙
く
ゆ
る
茶
艇
で
仲
間
わ
れ
、
一
い
い
で
す
ね
」
党
静
吃
唱
に
取
り
出
し
主
主
e

出
没
伝
約
レ
て
、
こ
い

し
い
み
鞠
ぞ
失
い
、
何
と
も
互
い
よ
か
の
す
ト
ど
山
内
な
し
と
か
病
な
さ
は
路
(
む
じ
な
)
て
あ
る
が
二
円
一
干
し
た
と
こ
令
「
そ
れ
で
は
苦
し
上
初
拍
の
護
(
ふ
た
)
の
さ
一
言
取
で
い
う
と
も
い
い
、
支
持
瑞
し

う
の
な
い
さ
ひ

k
dで
あ
る
。
か
の
一
位
に
ゆ
き
ず
L

長

長
C

結
え
さ
ん
は
先
年
債
を
も
長
逝
さ
れ
た

岡

崎

さ

ん

は

本

よ

り

小

学

校

三

×

×

の

で

、

合

沿

貨

と

な

っ

て

し

ま

っ

年
上
説
、
い
わ
ば
組
冬
唾
で
あ
る
。
市
川
県
町
間
哲
同
共
謀
会
の
稽
科
医
ぶ
一
た
。

ま
が
い
昭
和
四
町
駄
に
、
市
内
に
従
む
事
業
と
し
て
、
持
育
部
と
文
化
婦
の
{
茶
入
」
は
河
本
検
挙
氏
作
「
防

仲
よ
rj
し
長
男
で
つ
く
っ
た
「
ア
ラ
ン
一
南
部
開
げ
が
あ
り
、
体
育
部
は
十
、
文
襟
硝
京
Y

〈
」
で
あ
る
。
今
か
ら
凡
ヰ

ド
八
判
官
」
む
メ
ン
バ
ー
で
あ
わ
J

、
毎
月
化
部
は
一
ヱ
ー
の
サ
1
3ル
に
わ
か
れ
前
に
私
は
閉
戸
市
宇
判
明
換
し
た
が
、

二
日
夜
に
集
ま
っ

γ二
広
山
わ
合
っ
た
仲
て
一
、
久
て
れ
ぞ
れ
余
照
治
的
引
が
一
法
発
に
陶
芸
家
の
何
京
都
事
(
愛
知
県
無
形

閉

で

あ

る

。

行

っ

て

い

令

。

文

化

財

指

定

)

き

五

郎

〔

臼

展

会

員

間
的
さ
ん
は
鼠
対
よ
ノ
斗
て
、
学
校
去
る
一
月
二
十
六
日
十
胞
の
午
後
憲
民
国
〉
む
父
子
の
お
宅
ぞ
経
訪
ず

の
成
縞
戸
優
秀
で
あ
っ
た
。
ま
じ
め
市
庁
告
制
階
の
和
主
で
、
茶
道
部
苧
機
会
に
恵
ま
れ
た
:
そ
の
折
、
艇

で
誠
実
で
、
納
ま
れ
る
と
捕
得
を
度

nな
つ
め
ム
ア
初
釜
心
行
事
が
催
さ
日
中
良
か
ら
は
磁
器
り
茶
入
在
、
瓦
郎

外
祝
し
て
人
の
た
め
に
尽
さ
れ
た
勺
れ
、
私
も
指
か
れ
て
出
席
し

J4
指
氏
か
ら
は
手
作
白
白
防
読
む
鴇
手
み

昭
和
二
士
号
、
市
識
に
当
惑
d

導
者
は
市
職
員
で
裏
千
家
教
授
制
的
俣
を
、
そ
れ
ぞ
れ
い
た
だ
い
た
の
で
あ

れ
る
や
柿
沢
市
長
に
よ
く
協
力
町
し
詑
道
き
ん
で
あ
る
。
る
匂

競
輪
場
の
建
設
当
時
は
、
お
日
は
だ
今
年
は
恥
し
く
弘
の
m
m威
す
ゐ
茶
…
芸
課
一
言
以

ω応
持
者
に

μ、

し
H
袋
で
飛
ぴ
凶
っ
て
お
ら
れ
た
ζ

入、
r系
錦
町
一
、
み
な
セ
ら
ん
い
九
議
露
を
代
表
作
と
お
も
わ
れ
る
作
品
が
陳
列

と
な
ど
が
同
思
い
出
さ
れ
る
の
だ
。
兼
ね
て
使
っ
て
い
た
戸
一
い
た
。
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
限
次
詳
誌
し

積
善
の
家
一
に
は
会
醍
あ
り
で
、
家
長
僚
は
志
の
尊
敬
す
る
陥
芸
て
い
る
う
ち
、
小
さ
な
系
人
の
致
め

業
(
製
結
〉
は
好
謂
と
…
聞
く
。
一
人
家
白
二
一
点
で
、
辻
簡
明
氏
作
の
后
誕
材
げ
が
、
い
か
に
も
色
鮮
や
か
に
芙

つ
子
の
広
票
、
叔
父
良
吉
ん
と
(
し
か
ら
三
本
(
視
で
銘
は
浮
J

。
し
之
、
私
は
思
わ
ず
「
い
い
金
子

ぜ戸孟勾ー
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己
と
γυ
で
一
一
一
十
一
回
め
を
通
γ

え
た
日
出
例
の
新
年
一
婦
人
む
つ
t
h
yは
、
さ
る
一
月
三
十
呂
市
民
セ
Y
3
1ボ
ー
ル
に
一

千
五
吉
田
人
の
掃
人
を
あ
づ
め
て
間
開
会
さ
仇
た
。
昨
年
の
軟
か
ら
続
い
て
い
る
物
資
不
足
と
諸
物
問
仙
の
値
上
が
り
の
な
か

で
、
『
七
十
年
代
を
生
寺
南
向
口
本
人
と
し
て
、
社
告
人
と
じ
て
の
再
演
を
高
め
、
連
帯
意
識
が
γ
掃
除
め
て
い
こ
う
』
と
い

う
テ
ー
マ
に
、

P
T
A
，
生
活
学
校
・
掃
人
会
・
母
親
ク
ラ
ブ
の
代
授
が
、
ど
rp牛
一
き
て
い
く
べ
き
か
、
掃
人
の
+
ナ
渓

じ

r志
い
う
べ
き
窓
昆
を
丞
。
へ
た
。

ζ
ζ
に
、
そ
町
内
容
を
要
約
し
玄
掲
議
し
た
。

嶋一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一語一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ヰ一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
τ

場
合
、
友
人
や
知
人
な
ど
に
転
思
議
『
じ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

知
を
出
す
こ

erE大
切
で
す
が
、
こ
転
屈
町
四
心
弔
紙
は
、
郵
便
局
の
怒

れ
と
同
時

r民
庄
町
市
町
配
達
金
受
け
口
む
ほ
か
、
市
内
同
所
の
転
出
寸
八
手
続

持
ヲ
郵
慣
笥
に
も
転
居
届
を
加
し
て
き
の
窓
口
に
守
備
ヌ
て
あ
る
γ

か岳、

く
だ
さ
い
。
較
尽
居
念
出
す
と
、
郵
こ
れ
か
利
補
さ
れ
る
と
一
冊
一
裂
ず
。

使ロ

p
cは
主
mr
総
出
の
日
か
ら
一
年
⑦
役
所
、
「
確
実
に
、
隠
語
は
お
忘
れ

マ
転
出
向
r
尻町世

h

な
く
。

密
主
支
庁
間
啓
し
た
と
き
は
重
量
2

J
で

転

属

す

る

時

，

苧

返

問

中

わ

忘

れ

ず

は

、

あ

な

た

の

式

出

住

所

の

郵

便

局

に

慰

安

に

。

切

立

郵

便

物

が

迭

④

町

名

が

変

わ

っ

子
に
必
ら
な
い
よ
う
、
次
の
こ
と
に
問
、
転
居
先
へ
鄭
開
駒
を
転
送
す
る
た
と
き
も
詮
諺
癌
卸
売

意
し
よ
?
っ
。
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
転
出
回
E

閣
が
マ
新
入
学
の
た
め
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①
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魁
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出
人
に
返
送
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就
職
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よ
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務

き4月持活〈器〉措置寺~鍔持
〈雨天4月21日〉

。とごち 調講平璃i旦仁子洪¢謀、投間山自然公爵〉

パスで.~から20分 主当日臨ヲ寸増発

。廿イズ カラー Cキヤピ点以土、スライト'35ミ，1;;(

上〉

治窯(I!llY切〉

。送明会 5月 15臼までに市役所内平塚市観光協会

iJ'、市内カメラ百へ

:i:緩 王手塚市綴光協会

「
一
番
の
辛
弱
火
災
予
紡
湾
動
』
が
実

施
さ
一
れ
て
い
メ
晶
、
一
一
一
月
一
只
市
民

病
院
を
舞
台
に
消
紡
特
別
印
刷
鮮
が
に
な

わ
れ
ま
し
ん
J、
こ
れ
は
、
あ
い
つ
ぐ
ピ

ル
火
災
と
、
特
放
な
状
況
の
も
と
仁
授

か
れ
た
病
鋭
公
災
に
対
処
し
4
7と
い

一回匡。

出
火

i
/を
想
定
。

場
所
へ
遊
離
さ
せ
る
一
方
、
自
荷
消
防

隊
に
よ
る
梢
火
桶
鋭
が
始
め
b
れ
ま
し

た
。
京
番
さ
な
か
ら
む
奥
地
し
た
状
麟

の
中
官
、
水
し
ぶ
き
を
浴
び
な
が
ら
、

ホ
ー
ス
を
握
る
手
に
も
力
が
入
わ
J

、
真

剣
モ
白
も
の
。

火
装
誕
生
後
五
分
。
…
一
一
十
苓

7
ト

ル
白
は
し
と
車
を
は
じ
め
、
ジ
ュ
ノ
ー

ケ
ル
車
な
ど
五
台
白
消
防
自
動
車
が
到

着
。
閥
単
上
や
病
室
に
残
苦
れ
立
憲
正
告
や

者
施
掃
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
救
出
。
病
院
を

訪
れ
た
市
慢
の
目
を
殺
か
せ
て
い
手
レ

た。
と
れ
ま
で
に
、
市
属
病
践
で
は
独
自

に
、
毎
母
一
回
防
災
訓
綴
を
行
な
い
、

昨
年
十
二
月
に
は
、
開
抽
到
の
消
火
訓

練
を
実
施
。
入
院
患
者
目
安
全
を
第
一

に
、
防
波
部
艇
の
強
化
に
努
め
て
い
ま

教生器
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9 斗 比 問 ";前 11-J

310 神田会上主張! 八路公民1rr":r 韓時間・ 13時部分-15時まで。たど

民指公民館 沼田の会場は14時 --15時。
[8月 翻巡偲日躍

1日中原公民内全日公R'洲 j-J10白神田公民朗八幡公民館

民間ド “ 同成品公民fil
27円水公民館平1安市府乙 ; ρ14日夜景 rn01~船大野公民
28口 神間公民主，; J¥踏会氏名 館横内団地集会場

誠域れ公民館 j タ 15U 民 法f宗公!詞モ

29日 付強会民館辛口会民館 ; 館対金印公民舘

出ど]崎公ヱ亡命 ρ16日 平境保短所だl公民館

! 9月 京土iF-、撲協

J7f:-i 花京公民館別玄市: ρ17Fi 中 原 公 民 館 会 口 公 民 該

18日 持[平]公民指八幡民民館 A 矧淵j公民官:

阪おミ工、 7 18EJ 利水公民館
19 汁 ~~t原開会民間 ; 院

誌は仙寺公民

喜一 }守 護月~

2月28日 7国公民館×土沢農 協

須霊聖公E強食

o-308 平塚部健所 東量豊田公民

査君民金田公民館

〈判定日〉

10月 1日 柁 京 公 民 館 平 塚 市民病

タ 2日神田公民館八轄公箆館

民誠島公民館

4・ 3臼 中原公民館金自公民主宮

d' 4 B 民訟原公民主官横内団地

襲 会 場 大 野 公 民 館

。5臼旭公E説富民ゴ農協

須賀公民館

l' 7臼 平 増 保 健 所 京 豊 田 公民

額百金田公民館

ぐ1[ijJ!6) 

7臼 横内団地襲会主語》護団

公会館

? 10臼金自公民館出向崎公民

貧富

タ 11ぽ神田公民館

ク 12白 中原去民館

717日 夜金田公民館

ρ18臼 八幡公民館※域同公民

館

大野公工芸館

印公民館桜士沢棲協

須 賀 公 民 鰐 ※ 松 際 会 民

貧富

平境保健所

-}' 19日

ρ200:1 
~ 21日

~ 24日

7月 10ヨ
タ 1H1

( 2邸時〉

E月 11口 棋内部地祭会規訳出一白

公民館

l'臼金目会民館夜間咋公民

館

? 18日神田卦民館

夕刊日中原公民館

t 24fヨ民金m0[<2.itI1
タ 25月 八 幡 公 ) ; ( 城 川 公 民

安官

大野公民館

出会民館 ※士官立寝間

定i規公民館波主:~師、公民

食1
平塚f来i珪

花水公民

巧Zでま「行民法ミ己

ク 26日

夕 2'lf:!
4シ 28日

7Jlj日

夕 17円

t 18日

合住所許税iii3 0 9 6番地。ャフセ

株式会社に殺さおの日下部剛弘さん

ぐ27)と婆真野子さん (27)の長女

王莞在10か月。身長72す体噴8. の ホ

y ぺをまっかにした元な純ち手ん

うさぎの本が大好きで、いつも本

を見ながら遊んでいるよいと。近色

ろパイ"イカ:できるようになったり

で、誌にでもパイパイする。ノわて』士

棋、 ママ[立平夜出持。誕生日は48
ヰ 4月19円ま"，0

(J)予訪控撞を受けて--i垣間たってい

ない入。②はしか、 BCG、種差宝、

小沼マヒ生ワクは、それぞれ 1か月

の間隔をたかないと受けられません

母その的、有熱患者、けいれ/し性障

5君、 IL-占血管系、暫臓または肝臓に

民顎があ白医師に色められている人

器対室長・第j)科己満5カ月を経過し

て、 2説法的の乳幼氾。

躍時間事 13時 30分 '"15Ih'子まで。ただ

l夜間の品思は尽き--15尚。

豪蒙主委種B
9nぷ':j_11

d-ス J ズ 円十 立 v マ =給にろの
1 ゐ、 内コ (三 イ今月姿ほこdい可 A
プL}こ容問予月えそよiを乞んすてアーポ九
(酢ヂ， ~六一主使 v立:lB!苧。花いーぶ

切日みつ怜克しつ l肢のゴヒここ
lんげ パ銭 格( まて 臨まあさし恒鼠開
コ か シ ン ) ー 金 し 少のじ〈れいり
Y U-ユ 、 人口たしシたど介怖も?も;グ
入 、ウ チ の。ュ o1:)好 w
1J'ブマ i 八輯 ラモロ の校 D くだ
さヲ ζ ん
すて フ粛能額語翻慣関陣窃磁錨留層調陶臨栂樹脂源珊穂絹鰯濁軍鶏婦層 0) ど
ま ヲ饗襲豊富麓捧語審理璽寵捜努毒謬哩饗欝努穣襲野覇議喜と】歪

審議"'="話 事草書色ゑ之議滋コ媛務饗f"fY111蕩纏鉱宥韻語審

/υ るぷ務総易機島義総単品畿ぷ議鵠怒畿il品譲察法務用
耕輔癌磁鑓銀鱗鶴盤輯務 醸 韓 議 離 嬢 盤 翻 瞳 韓 檎 輯 翻 意 揚 } 換

か 号 全 jf i'f、主
守埼c; tq ②~コ{五酢う簡コ円:pシ翠

え 鍋 で つ 作守一三、 v汗1匂;;z. 1?1ぷ

弓全文宍若注浮三品ポマ受忍ヲ李の手雪組
ユサ水入とるは~~でしむよ手 イ五議
D 酢込れう 首 んよ均五主
マ冶ざ J 、 八 CD ぷうんーちの 作八八

ん の」 し ト吟 )_v (~~ り哩六
にそで煮よ さ主凍 O 三さ務 方 式y
あ 咋 ん た う の斗/ 同ぜとげ三ノ と ロ

φ樺月実蹴しています。

鶴対言表 構 1主Eー=主主種当日;こ儲 37う3

flを経過して、 6か月末棋の乳児

(3邑!)健康上の理由で受けらh
なかった人は、 2才宋識のうちな

ら受けられます。

鍔 2Wl=第 1剥が完了した人で、

接種当日に第 lWJの 3回白CJ荘積

日から 1年の期間をすぎて、 1 ニ

6古川までの期間 (1[~D fι 
の淫自でをけられなかった人:ふ

l'まの蹴問をすぎて、 2母まで の

閣にそけられまナ。

臨時間・ 13時30分時まで。ただ

し浪記1'0会場は14時 ----15時 e

覇巡回目彊

[4月1

2日生日公民館夜間時""民館

同域民公民館

3日 神間 会民 館八 縮会 民館

411 :rヒ水公民館 中 原公 民館

5日 正広市民病院

[5月1
口 大軒公民館横向沼地部会上円

京世間公民館

8日 釘公民館 〉く松隙;~l号館

民金旧公民館

2日三v概保健所期公民館

〉くすじで哩協

6月1

4臼 大型王、民館 横内問喜一三ミJて1
シイ牧市公民館

5日 手工会'"訟原:a.:民会J
持金印公民霊宮

告白平 成 所 旭 公 民 市

〉 行 境 協

[7月3

2日 大詰公民館横内問先、ょう

掛旧公民館

3U 去に汽公民食完 封 松 原 公

民主計1折々民館

4ロ マ主主保泣所旭公民館

同十農協

30，] 応次長民鬼平域市民病淀

グ場ウリ務問符~

<>事加料!チーム(3人)900Fヰ

C出境問問。 rtjv-:lに在住む

勤労者 f主婦も合む〉

C申込み。①地主主封、地区間

問、商連へ加盟の方と平時

議へ所臨している方は、も

れぞれの事務所へ

(主官公庁、親行などの方は

市行政課庶務部へ

ぎ髭槽 封轍参祭実行事章構余

昭和4刊一lO;"oJ分結婚式の申込みを 4刃 28

f火 〉 午 前 8時 泊 分 か G受付けします。

10月は手、挙式fF，望者が多数ありますの

で、よいを病室の方は必ず時間までにおれ

で〈ださい。

なお、叩込みする時には書官と挙式料金

ぐ205む円剖がx、安なのふ

おもちくださし、

毒暴走病患月

間

辰3事す容認をまン



持
か
ら
3
月
反
日
(
日
)

初
汚
ま
で
。

マ
場
所
県
立
組
問
青
少
年
の
家

マ
資
格
'
二
十
損
以
上
の
対
人

智
マ
費
刷
φ

三
千
円

マ
悶
込
?
4
・
3
凸
付
加
日
ま
で
に
毒
少

年
課
ヘ
ハ
電
明
マ
一
七

O
C内
鶴
二

二
八
)

骨
消
費
生
活
特
別
講
燦
金

vh事
加
品
川
金
a

大

人

一

千

八

凶

日

月

一

一

平

九

百

三

十

八

月

す
申
ヰ
本
県
フ
イ
ッ
シ
ン
グ
パ
}
:
杉
本
竜
気
団
長
九
J

千
円
と
安
全
揖

タ
相
模
原
市
下
溝
一
九
O
四

一

L
T
九
個

om悶
二
七
〈
刊
印
〕

O
二
一
一
一
。
一
社
へ
・
市
健
所
車
両
係
七

月
平
援
な
で
レ
乙
一
フ
イ
オ

ブ
二
十
三
万
二
千
五
p
d
ニ

ヤ
ク
ル
ト
骨
子
庄
支
出
庁
内
e

ればならなかった。この点、む

ζ ろある平塚人たちは、常に感

謝の言葉を惜しまなj})ったので

ある。

平きず農業会館;こ[止、農業忠男係

自ライブラ1)-や、殺具心展示

主主などもあって、 日本革委主誌の過

去と現在をいろいろな資料をも

っ亡解説し、かつ将来の農業経

世話に示唆を与えるに有効な機簡

を持っていて、審問者をたのい

ませてくれた。

ζれからも、平塚農業会館カ堂

本来め使命に患いを殺し、神官

JII!泉町農業セC/3iーとして、ざ

ん新にして、竪駕な趨棋なされ

ることを、つよく蔦酔号したい。

なお、農業会館?っ前に謝えら

れているこ寓尊徳先生侍J立、い

かにも緩聖の鼠容を遣したもの

であるが、平塚の地とナると、

尊告す」忠生の高揖として薪名であ

るとともに、不滅の好家 r二信

翁夜話Jを編した福住IE凡氏の

像をも、併せて据えてもらいた
ν、。

福住民は、!日投大沢氏。文政

7年 0824コ、式;住都片岡村

C平塚 市片岡〉に生まれた人

で、 a>i手の頃から二宮先伎の指

導を受けた報徳の執担〈とう 1[)

ょう〉約撞人である。

で
き
争
ぷ
フ
に
仲
一
事
を
進
め
、
引
き

続
き
蜜
婆
状
況
伊
考
慮
じ
な
が
ら
年

次
計
彊
仁
レ
だ
が
っ
て
造
成
を
進
め

て
い
く
万
品
目
で
す
。

場
所
は
、
土
問
幌
地
区
の
西
柏
崎
耐
に

的
資
し
、
中
弁
町
と
境
界
を
接
す
る

受
深
谷
査
中
心
と
す
る
と
こ
す
つ
で
、

. 人 口増

地72.734人

主事 44，514人 (11. 284 '" 
回忌 670人( 901 t 

凶 16，540人く 4，263 t 

霊を ふ168人く L口10(/ 

崎 4，437人く1.098 '" 
回 5，526人く 1，534 c，. 

1自 16，311人(4，437 '" 
沢 4，840人く 1，073ρ
自 仏761人(3，429 '" 

(49. 2 1 i)，を'E.)

三 農業会館
E 高苦境寝苦

苦 手塚釈南j]Ji:iiJの、おi告をJ'I県立

さ農業会館。本年は開館して22年
5となる。

三 昭 和26白 (951) 1月13日起

Eヱ。主主27年 2月初日に華々しく

E 開館した。工費は2千 4E-17Jpj 
5であったというロ神京l!j県知事

g v:i内山岩太郎民、平域市長は柿

g ff伊香太郎氏のときである。

E 神奈川燥における農禁センタ

ヨ}として、そ白建設場所につい

Eて猛烈な長致運動があったとい

Eうが、けっきょ〈平塚市に部点;

きとなったのである。

一一一一芸 昭和初年 (945)の戦災で焼

さげ野原と化した平塚市は、終戦

王様5年、昭和25年 7月に、平塚

E市復興まつDを盛大に挙行した

還ものの、まだ木建築部立ほとんど

E無く、粗末なパヨアク建のみり

きとζろへ、鉄筋立Yク1)…ト建

主の堂々とした県立平塚農業会館

芸 iJ'出現したことは、当時としτ
言実にすばE
Eそのため、

鮮
で
さ
そ
も
し
雰
の
要
求
に

反
す
る
こ
と
が
あ
】
也
と
、
泣
い
た

担
、
お
こ
っ
た
わ
じ
ま
す
。
周
濁

自
分
本
位
な
岩
J
J
A
A

方
や
行
動
そ
む
人
は
、
泣
き
や
ま
せ
、
な
だ
め

れ
は
子
供
白
自
然
な
墜
と
言
一
え
る
る
た
め
に
そ
の
寝
求
を
か
な
え
て

で
し
ょ
う
。
お
と
な
に
雲
わ
れ
た
や
る
こ
と
に
な
り
辛
す
。

蕊
臼
に
や
る
こ
と
や
、
白
好
色
や
伺
鳴
の
塘
震
に
一
貿
伎
が
欠
け
る

わ
ノ
や
ど
な
い
こ
と
で
も
「
や
ら
な
場
合
。
押
遠
の
し
つ
け
に
↑
貫
性

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
か
ら
」
が
な
と
、
あ
る
行
為
L
対
し
て
し

と
考
え
て
や
る

r
F弐
ど
は
、
小
か
ら
れ
、
芸
品
ゐ
日
間
じ
勺
為
で

さ
い
子
併
に
は
無
理
で
J
3
0

時
令
み
の
が
き
抗
る
こ
と
が
あ
る
と
、

が
道
む
に
つ
れ
て
指
t
r

叩

弘

子

供

情

J
ζ
r
p
レ
て
良
い

に
従
っ
て
汚
動
す
る
と
九
品
緩
伊
白
か
わ
か
ら
な
く
な
白

か

、

白

色

人

室

内

ゆ

翌

君

主

に

従

う

撃

を
考
え
て
自
分
を
お
さ
莞
V
物

ι
が
つ
く
ら
れ
な
い
で
、

え

る

こ

と

な

長

喜

三

脅

し

〕

子

在

自

分

の

や

り

た

と
な
っ
主
符
き
ま
す
。

4
磁
臨
緩
噛
句
苅
い
乙
と
を
h

勺やU叩、LザるQ3#だ
た
げ
と

モ
こ
雪
翠
挺
と
い
』
九
}
暴
尋
唾
喝
な
り

回
の
中
で
、
お
と
な
は
適
以
吋
」
k
お

で

一
1
厄
1
厄
ら
家
庭
の
の
Z

中
芭
親
掠
と
巴
よ

だ
で
た
わ
幻
〆
、
き

σσ一ん
在
と
つ
た
D
Aヨうフ7iな
出
頗
凪
度
で
子
供
と
品
桑
位
し
て
い
〈

作
叫
訴
且
し
た
り
し
て
子
叫
出H
が
正
常
な
乙
と
が
h議
謀
手
レ
い
で
し
よ
う
か
。

苑
珪
也
を
包
す
る
1よ
ふ
:
フ
に
援
助
し
て
や
ま
ず
、
事
の
一
景
景
#
醤
悪
に
つ
い
て

る
乙
と
が
必
要
で
す
o

親
自
身
が
し
っ
か
り
と
認
識

2る

わ
が
ま
ま
な
子
に
背
つ
富
と

ζ
と
で
す
。
苦
ら
に
し
か
る
墾
田

考
え
る
中
か
ら
、
ま
ず
①
別
的
表
レ
は
親
百
陪
静
日
時
度
が
必
要
で
あ

す
ぎ
る
掲
色
。
ひ
と
り
っ
子
、
女
夕
、
趨
情
に
走
ら
な
い
よ
ラ
に
努

の
中
の
ひ
と
り
の
男
字
、
病
弱
な
め
る
こ
と
で
す
。
な
お
同
年
齢
由

子
洪
の
湯
舟
巴
は
生
じ
や
す
い
と

γ
深
遠
と
一
堵
L
濃
ぷ
機
会
合
多

言
え
る
で
し
ょ

5
。
お
と
な
は
子
〈
作
っ
主
あ
げ
る
乙
と
、
子
供
ど

闘
の
喜
ぶ
こ
と
ば
か
り
に
気
を
く
戸
レ
町
遊
び
は
、
社
会
性
の
発
途

ば
り
、
子
慌
の
嬰
求
が
拍
ん
ど
受
を
促
進
し
、
協
謁
性
を
一
生
本
、
株

け
入
れ
ら
ふ
れ
る
γ

し
よ
う
に
奇

ιる
と
々
に
自
覚
す
る
よ
つ
に
な
ゐ
か
ら

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
、
他
人
の
立
で
す
。

場
と
か
そ
の
場
の
あ
U
み
つ
を
理

麗巡回日韓 3月24.!ミ仁司〉横内団地自治会/26
日 (j() 呂志クヨウジコルク/31日亡臼コ悶崎弘

氏自治会/4月 9B (火〉平塚なでしこライオン

ズクラブ f指南赤十字血液セン丘一〉

時間はいづれも午前時~午後3時まで 宥

町一一一一一<>一…一一一一<>一一一一一

<>0ご協力為自がとうございましたOく〉

モダンプラスチアク41京、脇島工業30京、ノてイロ

ット機工五lJ位、長崎屋22;21;:、三共立糊28宜、三瀦ィι
学 66本、住友重機娘工業79、捜護士:木試験場30本
別製作所377伝、神田地区自治会58本。

事汚i事お

~鶴居
a 小学生 4自OF'J
・中学生 50C円
@高校生 60C円

@大入 80C円
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